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政治地域の歴史地理学的研究における諸問題点

政
治
地
域
の
定
義
づ
け
(

1

)

地
域
の
一
般
的
な
概
念
設
定
に
関
す
る
私
見
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
二
・
三
の
論
文
(

2

)

に
お
い
て
提
示
し
た
。

先
稿
(

3

)

に
お
い
て
、

政
治
地
域
は
「
政
治
境
界
に
固
ま
れ
た
経
済
地
域
」
と
し
て
把
握
さ
ま
べ
き
こ
と
を
説
い
た
が
、
こ
の
場
合
、
政
治
境
界
は
単
に
幾
何
学

的
な
枠
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、
地
域
集
団
の
活
動
を
人
為
的
に
制
約
す
る
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
よ
り
正
確
に
は
国
家
内
部

2
)

に
お
け
る
統
制
的
役
割
の
一
構
成
分
子
と
し
て
地
域
の
縁
辺
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
政
治

地
域
は
、
国
際
政
治
に
つ
い
て
は
国
家
群
の
、
国
内
政
治
に
つ
い
て
は
行
政
体
相
互
の
、
結
合
関
係
の
分
析
に
よ
っ
て
、
政
治
的
機
能
の

統
合
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
核
心
地
域
(

5

)

と
、
そ
の
周
辺
を
と
り
ま
く
縁
辺
地
域
(

6

)

と
の
関
係
と
し
て
、

い
わ
ば
そ
の
総
合
さ
れ
た
も

の
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

政
治
地
域
は
、
経
済
地
域
構
造
の
分
化
(
多
様
化
)

と
機
能
的
結
ム
町
け
よ
っ
て
、
た
え
ず
構
造
が
変
化
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
諸
変
化

に
与
か
る
因
子
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
①
固
定
の
因
子
、
②
結
合
の
因
子
、
@
分
離
の
因
子
に
類
型
化
し
た
(
凶
)
O

ヲ-

'-
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の
場
合
、
政
治
地
域
は
、
生
産
力
の
、

お
よ
び
生
産
機
式
の
発
展
過
程
の
お
の
お
の
に
対
応
し
た
形
態
及
び
内
容
を
有
し
、
上
記
三
因
子

の
比
重
の
相
対
的
軽
重
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
普
遍
的
な
原
理
と
し
て
芳
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
政
治
地
域
の



形
成
に
は
、
地
域
的
諸
機
能
の
統
合
の
中
心
と
な
る
べ
き
地
域
l
す
な
わ
ち
核
心
地
域
ー
が
確
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
核
心
地
域
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を
拠
点
と
し
て
周
辺
に
勢
力
を
拡
大
し
、
さ
る
い
は
周
辺
諸
地
域
と
の
結
会
を
促
進
す
る
た
め
の
政
治
的
l
そ
し
て
究
極
に
は
経
済
的
誇

活
動
に
よ
っ
て
、
縁
辺
地
域
を
拡
大
す
る
と
同
時
に
、
他
の
地
方
的
核
心
を
統
合
す
る
諸
過
程
が
、
多
か
れ
少
か
れ
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

国
内
政
治
地
理
(
日
)
に
お
い
て
は
、
市
・
町
・
村
の
結
合
関
係
、

さ
ら
に
県
の
そ
れ
な
ど
が
さ
し
あ
た
り
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ラ戸

、ー

の
場
合
、
集
落
地
理
学
の
扱
う
「
む
ら
」
・
「
ま
ち
」
の
概
念
は
、

さ
ら
に
高
次
の
段
階
に
お
い
て
再
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

同
様
に

単
位
地
域
設
定
の
基
準
(
臼
)
も
、

あ
る
い
は
地
域
的
な
ひ
ろ
が
り
の
概
念
も
、

対
象
と
な
る
地
域
・
時
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
も
の
を
と

り
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
際
政
治
に
お
い
て
は
、
国
家
集
団
の
地
域
的
結
合
の

i
形
態
た
る
圏
域
(
ブ
ロ
ッ
ク
)

に
つ
い
て
の
明
確
な

位
置
づ
け
と
、
圏
域
の
聞
に
散
在
す
る
弱
小
国
家
群
の
圏
域
と
の
連
関
の
究
明
が
要
求
さ
れ
る
。

政
治
地
域
の
史
的
展
望
〈
二
、
三
の
類
型
)

氏
族
経
済
の
段
階
に
お
け
る
国
家
の
形
態
は
、
政
治
地
理
学
の
扱
っ
た
旧
来
の
方
法
で
は
、
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
性
質
の
も
の

で
あ
る
。
と
の
段
階
で
は
、
核
心
地
域
の
存
在
は
明
瞭
で
な
く
、

い
わ
ば
比
較
的
均
質
な
地
域
構
造
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
早
晩
核
心

地
域
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
地
域
の
萌
芽
は
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
核
心
地
域
の
初
期
的
形
成
は
、

い
わ
ば
集
落
の
設
定
の
問
題
と
も

密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
核
心
地
域
は
あ
る
場
合
、
そ
の
機
山
設
を
終
荒
し
、
事
実
上
核
心
地
域
の
消
滅
と
な
る
こ
と
も
あ
る
訳
で
、

そ
の
た
め
に
、
核
心
の
機
能
の
存
続
の
た
め
の
諸
国
子
に
つ
い
で
の
深
い
洞
察
が
必
要
と
な
る
。

政
治
地
域
の
面
積
的
拡
大
を
匝
む
も
の
は
、
政
治
詩
集
団
の
機
能
を
地
域
的
に
限
定
づ
け
る
因
子
|
分
離
の
因
子
で
あ
り
、
と
の
機
能

が
大
き
い
場
合
に
は
、
政
治
地
域
は
「
孤
立
的
位
置
」
(
び
に
お
か
れ
、
内
包
的
な
発
展
に
と
ど
め
ら
れ
る
。
運
動

(
C
R巳
巳
芯
ロ
)
は
、
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核心地域の初期的形成

核心地域は，初期的lこは地縁集団の土地占有から

始まる。単位の核心支配する一事実上は血縁集団の

占有するー領域は，他の領域と直接接することなえ

その問にはアネクメネないし共有地を残す。やがて

村を結成するに当って，大村落は他のある小村落を

支配下におくことがある。かくしtて，特定の地縁社

会たる特定の村を核心として，初期的核心が形成さ

れやがてその結合の網はしだいに多様化され，出央

都市K地方都市・地方村落が結合され支配されるよ

うになる。

こ
の
「
分
離
」

の
事
実
に
よ
っ
て
地

(C) 

Fig.l 

域
的
な
枠
づ
け
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

展地
に域
伴の
う面
r、積
良・・ 的

2 拡
;;l大
q.は

に Y 生
よの年
つ機、J
て能 ω
地の発

拡
大
(
結
合
の
因
子
)

域
の
枠
を
と
び
こ
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
情
を
生
じ
た
と
き
に
、

始
め

て
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
場

合、

数
核
心
地
域
が
相
互
に
接
近
し

て
存
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、

征
服

と
は
十
分
に
芳
え
ら
れ
る
。
弥
生
式
文
化
の
成
立
に
よ
る
、
平
野
へ
の
居
住
の
展
開
と
農
業
生
産
力
の
発
展
が
、
氏
族
制
国
家
を
形
成
し

に
よ
る
統
一
が
急
速
度
に
す
す
む
こ

「
固
定
の
因
子
」
の
機
能
的
拡
大
の
与
か
る
側
面
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
を
汚
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
古
代
的
生
産
様
式
の
す
す
み
方
が
第
二
次
・
第
三
次
産
業
(
と
い
っ
て
も
、
き
わ
め
て
前
期
商
業
資
本
的
な
)
を
軸

た
と
同
様
に
、
核
心
の
初
期
的
拡
大
に
は
、
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と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
核
心
地
域
群
は
事
実
上
各
地
に
散
在
し
、
内
包
的
な
発
展
を
犠
牲
に
し
た
形
で
外
延
的
拡
大
が
試
み
ら
れ
る
こ

と
は
、
古
代
地
中
海
沿
岸
諸
国
の
場
合
に
お
い
て
み
ら
れ
た
通
り
で
あ
る
。

筆
者
が
、
政
治
地
域
を
「
政
治
境
界
に
固
ま
れ
た
経
済
地
域
」
と
定
義
づ
け
た
の
も
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
り
、
自
然
地
域
あ
る
い
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Fig.2 古代的生産様式下の政治地域の形態

首都(A)は，たとえば条坊制が施行され"後

心地域を形成する。周辺の限られた地域は外

郭部をへTごてて，比較的Aと結合の強いBが

ある。(この範囲が核心地域の限界)フロン

テイア・ゾーンには種々の内容をもっ辺境地

域(c)があり、それは核心に対し機能的に集中

される。辺境地域群相互の結合はきわめて不

十分で、あるがやや部分的に，しかも地域的に

差異をもつものとしてあらわれる。

は
景
域
を
指
標
に
お
い
て
政
治
地
域
の
形
態
を
考
察
す

る
こ
と
の
非
科
学
性
が
こ
こ
に
あ
る
と
と
を
指
摘
せ
ん

が
為
で
あ
っ
た
。
た
と
え
、
前
期
商
業
資
本
的
な
も
の

で
あ
れ
、
結
合
の
因
子
が
き
わ
め
て
広
範
囲
の
地
域
を

結
び
つ
け
う
る
だ
け
の
条
件
を
備
え
て
い
る
な
ら
ば
、

た
と
え
ば
中
世
遊
牧
民
国
家
の
よ
う
な
連
鎖
的
サ

l
ク

レ
l
シ
ョ
ン
(
さ
が
見
ら
れ
る
場
合
に
も
、

そ
れ
を
凌

駕
し
う
る
高
次
の
結
合
の
因
子
(
日
)
が
地
域
に
影
響
す

る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
政
治
地
域
の
安
定
に
お
い
て

十
分
の
機
能
を
果
す
。
し
か
し
、

サ
l
ク
レ

1
シ
ョ
ン

が
真
に
固
定
の
因
子
の
機
能
を
統
合
し
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
両
因
子
の
機
能
的
な
結
合
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
民
族
国
家
の
形

成
と
資
本
主
義
経
済
の
確
立
と
の
問
の
相
関
を
主
張
す
る
根
拠
が
生
ま
れ
る

(
U。
核
心
地
域
の
特
殊
な
場
合
と
し
て
は
、
結
節
点
(
サ

l

家
群
に
そ
の
多
く
の
例
が
み
ら
れ
る
。

ク
レ

l
シ
ョ
ン
の
機
能
の
)
が
あ
る
。
西
ア
ジ
ア
の
各
地
域
に
み
ら
れ
た
諸
都
市
、
及
び
そ
の
都
市
を
母
胎
に
し
て
展
開
さ
れ
た
古
代
国

封
建
的
生
産
様
式
の
段
階
に
お
い
て
は
、
核
心
地
域
と
し
て
の
城
下
町
が
、
周
辺
の
農
山
漁
村
を
機
能
的
に
結
合
し
た
形
で
地
方
的
な

核
心
を
形
成
す
る
と
同
時
に
、
や
が
て
頭
域
的
拡
大
の
た
め
の
混
乱
期
を
経
て
、
中
央
集
権
体
制
が
確
立
さ
れ
る
と
、
こ
こ
に
単
位
政
治

地
域
の
璃
芽
を
み
る
に
至
る
。
と
れ
は
、
か
な
り
多
く
の
地
方
的
核
心
を
有
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
地
方
的
核
心
を
機
能
的
に
統
合
す
る
首
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I 
集央的サークレーシヨン Fig 3. 

両端における核心(これは地方の機能

的核心として作用している)の結合は，

単線的にのみ行われる。そのために，両

d 核心の中間lとはたとえば交通の拠点とし

ての港，あるいはオアシス都市が(介在

敢在分布の形)でする。場合によっては

このサークレーションのために都市が手

工業を繁栄させ，商業資本を畜積する。

サークレーシヨンが一地域(ないし核心

に祭中される。これが，かなり進むと図の

ような形をとる。中央の核心(多くは都市

-A)は地方御核心との聞に結合の機能が

すすみ，またこれによって地域的分業ち促

進される。乙の場合，サークレーシヨンは、
1こ対し，より強くγド用する。地方的核心は
さらに小核心として地域の機能を統一して

いるが， (B. C)，ある場合lとは核心の形

成の不明確な場合があり，この場合(D)は

サークレーションはほぼ一方的 lご行われ

る。(なお，矢印の太さはサークレーシヨ

ンの機能の大いさを示している。)

Fig 4. 

都
さ
ら
に
首
都
圏
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
る
形
態
を
と
る
。

資
本
制
社
会
に
お
い
て
、
国
際

地関
問係
題が
錯
国綜
際し
戦て
争く
な q る
と

ど

の植
諸民

事
項
に
在
目
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
。
こ
の
場
合
は
、
核
心
地
域
と

し
て
の
国
家
の
中
心
は
、
も
は
や

本
質
的
に
は
攻
治
地
域
構
造
の
最

終
的
決
定
者
で
は
な
く
な
り
、
む

し
ろ
先
進
国
を
核
心
と
し
た
国
際

的
な
政
治
地
域
の
単
位
を
設
定
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
勢
力
均
衡

の
保
た
れ
る
段
階
に
お
い
て
は
、

比
較
的
同
質
の
核
心
の
併
存
と
い

う
形
に
お
い
て
考
え
う
る
地
域
構

造
も
や
が
て
は
、

l
i
!と
く
に
第



166 

Fig5. 封建的生産様式下におけ-Q地

域の結合関係

中央集権の確立によって，古代的な

ものの複合形態であり，乱立であった

地域的諸形態は，首都 (A-江戸幕府

における江戸)圏を中心とする集央的

サークレーシヨンの形をとり，しかも

それは地方の機能的核心(B)を通じてな

される。そして各地方は，分離の因子

としての境界によってサークレーシヨ

ンを制限しないし不可能にされている。

単位政治地域

いままで，分離の因子として作用して

いた地方と地方の境界(正しくは政治境

界)は消滅し，分離の因子は，統一国家

の国境に限定されるようになる。メトロ

ポリタン仏)一一あるいは首都(A)-一ーは，

自己の周辺諸地践の他に，地方都市一ー

ないし地方的核心但)を集央的サークレー

シmンによって結合する。しかし，地方

の僻地の核心は，直接lとはに結合されず

Bを媒介としているのが通則である。

Fig6. 

一
次
大
戦
後
i

数
個
の
強
固
に
機
能
を
集
中

さ
せ
た
、
複
雑
な
結
合
関
係
に
お
か
れ
る
よ
う

に
な
る
。

核
心
埴
域
の
設
定
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
厳

密
な
吟
味
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
核
心
地

域
は
、
政
治
的
詰
集
団
1
ー
ー
さ
ら
に
は
そ
の
構

素
と
し
て
の
主
要
人
間
詩
集
団
1

1
の
結
合
の

絞
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
位
政
治
地
域

の
成
立
以
前
に
は
、
地
方
的
な
核
心
が
多
く
形

成
さ
れ
、
と
の
よ
う
な
核
心
は
結
合
の
機
能
の

結
節
点
に
お
い
て
統
一
的
な
役
割
を
果
す
。
か

く
し
て
形
成
さ
れ
た
政
治
地
域
は
、
き
わ
め
て

異
質
的
な
多
く
の
核
心
を
統
合
し
た
多
様
的
な

形
態
を
も
っ
。
国
際
政
治
地
域
に
お
い
て
は
、

圏
域
化
の
傾
向
に
伴
っ
て
、
浮
動
国
境
帯
が
形

成
さ
れ
る
。

「
領
域
的
拡
が
り
の
狭
小
さ
は
、

自
給
自
足
を
原
則
と
す
る
段
階
に
お
け
る
分
業
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の
コニ
ネ

J レ

ギ

の
集
中
に
よ
っ
て

都
市
の
膨

雪各国防わら単位政治地域)(主，政治

農境界によって機能的lと分離されているが，

Zその中には，強国仏)はって領有され支
都配されている植民地(同，あるいは強国(C)

市によって従属的地位一一政治的な保護な
化
、いし経済的従属一ーにおかれている小国

ひ(功，及び他国と政治的経済的従属関係lこ
し、
元ない国(B)がある。また，強国の閲には，

!さ同盟あるいは勢力均衡が保たれているこ

えミとが多い。

主
義
イじ
を
阻

止
す
る

と
fこ
よ
てコ

て
達
成

る

Fig7.国際政治地域の形態

の
未
成
熟
と
、
そ
の
た
め
に
家
族
的
紐
帯
を
基

盤
と
す
ゐ
社
九
五
町
孤
立
に
よ
る
閉
鎖
的
な
社
会

通
念
の
存
在
と
に
関
係
」
(
日
)
し
、

い
わ
ば
政
治

地
域
の
内
包
的
な
発
展
は
き
わ
め
て
停
滞
的
に

造
反
す
る
。
政
治
地
域
内
部
に
は
、
行
政
機
能

の
都
市
へ
の
集
中
、

さ
ら
に
は
民
主
主
義
的
選

挙
制
度
(
こ
れ
は
多
数
者
の
た
め
の
政
治
を
結

果
す
る
)

に
よ
る
同
一
自
治
体
内
の
都
市
域
へ

と
を
、
分
離
の
因
子
と
し
て
の
政
治
境
界
の
機
能
の
下
で
推
し
進
め
る
過
程
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
政
治
地
域
の
研
究
が
望

ま
れ
る
。
景
域
論
的
な
方
法
に
よ
っ
て
核
心
地
域
を
想
定
す
る
方
法
の
非
歴
史
性
に
つ
い
て
は
今
更
論
を
要
し
な
い
が
、
こ
¢
場
合
、
概

一
応
地
形
的
単
元
に
も
と
づ
く
単
位
計
治
地
域
の
設
定
が

観
的
に
は
一
応
の
地
域
区
分
も
不
可
能
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、

形
式
的
に
は
不
可
能
で
な
い
。
す
な
わ
ち
、
東
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
西
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ

t
l
ル
ス
及
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
、
そ

の
お
の
お
の
に
核
心
地
域
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
ま
た
そ
の
争
地
域
の
内
部
に
も
小
核
心
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
。
イ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、
既
に
概
説
し
た
(
初
)
O
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中
国
に
つ
い
て
例
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
諸
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
を
知
る
。
即
ち
、

一
応
黄
河
中
下
流
域
・
黄

河
東
岸
内
陸
部
・
揚
子
江
流
域
華
南
の
、
地
方
的
な
小
核
心
を
も
っ
単
位
政
治
地
域
を
平
均
的
な
形
態
に
お
い
て
は
設
定
す
る
と
と
も
可
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Fig9. 大ブリテン島における核心地域群

Aの地域は， 9~1l世紀，さらに14~

16世紀におけるイングランド王国の北限
界の外であり，イングランドとは別の政

治的単元を構成してきた。 B，Cの境界
は十字軍時代のイングランドとスコット

ランドの境界で， (ウエールス)も別の政

治的単元をなしていた。 B，Dの境界線

は，アンクロ人，サクソン人，ジュー卜

人と， ピクト人，ブリ 1トン人の 6世紀初

期における居住の;境界である。これらA

・B・C・D四地域は，地形的な単元で
もある。
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Figl0 インドにおける核心地域

Irま明瞭な形であらわれる原初の核心
地域であり，乙れは事実上インドの核心

印なしてきた。立はとの両核心の拶i移地

帯で，事実上は， ζの地域を結合してイ

ンドの古代国家が成立したolliは1，]1， 

の辺境(縁辺地域)である oV1は，かつ

て1，nを占有していに古期ドラヴイダ

の後育の形成した第二次小核心一一事家，

こζは長くインド史の流れから孤立して

きたーーーであり， V(ま， これら 1，ll， 

lli， ¥'1のフロンテイアである。

お
い
て
み
る
の
に
、

能
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
史
的
展
開
過
程
に

さ
ら
に
細
か
い
区
分

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
る
。

域こ
単れ
元ら
はの

そさ
れら
ぞに
れ細
景区
域分
上司さ

かれ
らた
も各
個地

右
の
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
中
国
の
統

に
は
こ
れ
ら
の
き
わ
め
て
異
質
的
な
単
元

の
統
合
の
た
め
の
諸
種
の
機
構
と
そ
れ
を

Fig 11 中国における政治地理学的単元

B， Cの境界線は秦領准河をつらねる

地帯で，ここは事実上，北の中国と南

の中国を歴史的にも景観的にも分けて

きた。春秋戦時i寺尽に多くの諸候が乱

立したが，それらはほぼ， A， B，C， 

DあるいはE，Fの地域を別個の核心

として保有した。中国の統ーは，これ

らの地域を流れる水系の統ーであり，

それによる農業生産力と交通機能の支

配を背景とした。 Eは陰山山脈の奥地

の遊牧民地帯であり，核心地域はほと

んど太点線で示す平野部に限定されて

きた。しかし，フロンテイアとしての

も唐代以後，しだいの漢民族の政治的

核心の中に編成されて行った。

支
え
る
た
め
の
諸

因
子
が
ど
の
よ
う

な
形
で
作
用
し
た

か
を
究
明
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。

政
治
地
域
の
歴

史
地
理
学
的
研
究

の
一
つ
の
過
程
に
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は
、
こ
の
よ
う
な
概
観
的
な
作
業
も
要
求
さ
れ
る
。
政
治
地
域
の
核
心
の
原
初
的
な
設
定
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
先
史
地
理
学
の
研
究
成

果
に
ま
つ
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
同
時
に
集
落
地
理
学
の
方
法
論
を
桜
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
の
先
史
文
化
の
地
方
的
核

心
と
し
て
、
①
ラ
イ
ン
川
流
域
、
②
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
ン
森
、
@
ド
ナ
ウ
川
流
域
、
④
ボ
ヘ
ミ
ア
盆
地
、
⑤
北
ド
イ
ツ
低
地
が
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ら
の
諸
地
域
は
、
比
較
的
長
期
に
わ
た
っ
て
地
方
的
核
心
と
し
て
の
機
能
を
保
っ
た
。
政
治
地
域
の
核
心
の
設
定
の
基
準
に
は

こ
の
よ
う
な
地
域
を
先
史
地
理
学
的
考
慮
に
よ
っ
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、

エ
ル
ベ
川
流
域
は
ス
ラ
ヴ
人
の
西
方

移
動
の
限
界
を
な
し
、
こ
こ
を
境
に
し
て
東
西
の
政
治
経
済
史
は
異
な
っ
た
展
開
を
み
せ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
史
実
を
多
く
と
り
あ
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
核
心
地
域
を
設
定
す
る
こ
と
に
は
ま
だ
か
な
り
多
く
の
疑
問
が
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
こ
を
出
発
点
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

政
治
地
域
の
構
造
の
史
的
展
開
過
程
を
概
観
す
る
と
、
核
心
地
域
の
設
定
に
は
ま
だ
と
り
残
さ
れ
た
多
く
の
疑
問
の
あ
る
こ
と
に
気
付

く

一
意
的
に
地
域
構
成
要
素
の
分
布
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
核
心
を
設
定
す
る
方
法
は
と
も
か
く
と
し
て
、
政
治
地
域
の
構
造

に
は
、
今
後
、

歴
史
地
理
学
的
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
き
わ
め
て
多
く
の
疑
問
が
あ
る
。

政
治
地
域
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
へ
の
方
法
論
的
試
案

政
治
地
域
の
研
究
法
に
つ
い
て
の
概
観
は
、
既
に
二
、
三
の
論
で
示
し
た
五
百

」
の
場
合
、
先
ず
何
よ
り
も
地
域
の
類
型
化
に
よ
る

試
み
を
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
政
治
地
域
の
単
位
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
お
の
お
の
の
単
位
の
間
の
相
互
関
係
か
ら
核
心
地
域
の
範
囲
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
一
前
提
と
し
て
、
マ
ウ
ル
の
方
法
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
政
治

諸
集
団
の
単
位
の
大
い
さ

(
た
と
え
ば
市
町
村
民
・
国
民
の
如
く
、
関
係
す
る
政
治
的
諸
機
関
の
質
的
大
い
さ
に
よ
っ
て
)

を
考
慮
に
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
自
然
景
観
を
指
標
に
し
て
地
域
の
単
佼
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
果
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う



か
。
と
す
れ
ば
ジ
ョ

1
ン
ズ
の
指
摘
す
る
「
人
間
」
(
弓
的
因
子
に
限
定
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
と
の
間
に
答
え
る
も
の
と
し

て
、
①
固
定
の
因
子
、
②
分
離
の
因
子
、
@
結
合
の
因
子
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
複
合
に
お
い
て
単
位
地
域
の
設
定
を
試
み
た
い
。

政
治
地
域
の
単
元
の
第
一
義
的
設
定
要
素
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
分
離
の
因
子
と
し
て
の
機
能
を
果
す
諸
要
素
で
あ
る
。
現
代
の
国
際

政
治
地
域
構
造
に
お
い
て
は
、
ま
ず
資
本
主
義
国
家
群
と
社
会
主
義
国
家
群
に
、
そ
の
お
の
お
の
の
核
心
と
し
て
の
国
家
に
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
と
ソ
ヴ
ェ
ト
連
邦
共
和
国
を
と
り
あ
げ
、

さ
ら
に
一
方
に
は
帝
国
主
義
国
家
と
植
民
地
従
属
国
、
先
進
国
と
後
進
国
、

ま
た
他
方
に

政治地域の歴史地理学的研究における諮問題点

は
ド
ル
地
域
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
な
ど
の
国
際
政
治
・
国
際
経
済
の
主
導
的
要
素
に
よ
る
単
位
設
定
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
、

結
合
の
因
子
の
機
能
の
諸
段
階
に
対
応
し
た
分
離
の
因
子
の
史
的
変
遷
過
程
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
(
μ
)
O

現
在
の
ア
ラ
ブ
地
域
の
一
部
に
お
け
る
如
く
員
三

分
離
の
機
能
が
自
然
景
観
に
お
い

分
離
の
不
明
確
な
段
階
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、

て
地
域
的
な
形
態
を
も
っ
因
子
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

い
わ
ゆ
る
ア
ネ
メ
ク
、
不
で
あ
る
が
故
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ゾ
ー
ン
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
同
州
伊
丹
Nm-

の
設
定
し
た
諾
項
目
、

あ
る
い
は
景
域
論
的
な

冨

E
Z
の
設
定
し

た
そ
れ
没
再
び
と
り
あ
げ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
遊
牧
民
の
も
つ
放
牧
圏
、
あ
る
い
は
漁
業
・
冥
珠
採
取
業
に
従
事
す

西
ア
ジ
ア
史
の
研
究
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
現

る
人
口
の
活
動
範
囲
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
明
確
な
規
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

在
、
こ
れ
ら
の
諸
地
域
の
政
治
地
域
構
造
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
の
資
料
も
揃
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

核
心
地
域
の
機
能
の
地
域
的
拡
大
に
、
成
長
尖
端
(
お
)
の
設
定
が
大
き
い
役
割
を
果
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

に
は
、
結
合
の
因
子
の
機
能
と
し
て
の
、
海
上
交
通
の
、
あ
る
い
は
大
陸
横
断
交
通
の
、
等
々
の
機
関
を
支
配
し
統
御
す
る
た
め
の
諸
方

し
か
し
、

こ
の
場
合
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策
が
講
じ
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
、
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
海
上
権
支
配
に
お
け
る
、
海
峡
地
帯
の
要
率
化
、
運
河
航
行
権
の
獲
得
な
ど

の
諸
過
程
が
、
結
合
の
因
子
と
し
て
の
海
上
交
通
の
機
能
的
拡
大
と
結
び
つ
い
た
形
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
と
共
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他



の
勢
力
の
伸
長
に
よ
っ
て
、
結
合
の
機
能
に
脅
威
を
感
じ
ら
れ
る
西
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
た
と
え
ば
一
九
O
七
年
の
英
露
協
定
な
ど
に
よ
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っ
て
、
弱
小
国
を
綾
街
国
化
す
る
補
助
的
な
手
段
が
併
行
し
た
。
ま
た
、
結
合
の
機
能
を
支
え
る
た
め
の
固
定
の
因
子
、

と
く
に
生
産
力

の
安
定
の
た
め
の
諸
条
件
、

と
く
に
近
世
に
お
い
て
は
産
業
資
本
の
育
成
が
、
核
心
地
域
の
機
能
の
継
続
に
ど
の
よ
う
に
与
か
っ
た
か
を

究
明
す
る
こ
と
が
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
成
長
尖
端
の
機
能
も
、
核
心
地
域
と
の
結
合
の
機
能
的
な
側
面
と
し
て
考
え

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

政
治
地
域
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
諸
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

a 

政
治
的
核
心
地
域
は
、

ど
の
よ
う
な
過
程
で
形
成
さ
れ
た
か
。

b 

政
治
的
核
心
地
域
は
、
時
代
の
推
移
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
に
場
所
的
な
変
動
を
み
た
か
。

C 

政
治
的
核
心
地
域
は
、

ど
の
よ
う
な
地
域
的
な
環
境
条
件
を
背
景
と
し
て
成
立
し
た
か
。

d 

政
治
的
核
心
地
域
と
縁
辺
諸
地
域
と
の
結
合
関
係
は
、
特
定
の
生
産
様
式
の
発
展
段
階
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る
か
。

e 

そ
し
て
、

そ
れ
は
、
地
域
の
環
境
条
件
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
即
応
し
て
い
る
か
。

こ
の
場
合
、

た
と
え
ば
下
部
的
な
組
織
と
し
て
の
地
方
行
政
地
域
の
結
合
関
係
に
留
意
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
と
の
場
合

に
は
、

分
離
の
因
子
の
機
能
は
き
わ
め
て
過
小
視
さ
れ
易
い
が
、

他
の
面
に
お
い
て
こ
れ
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

近

年
、
町
村
合
併
の
進
行
に
よ
り
、
都
市
部
と
農
村
部
の
行
政
地
域
内
に
お
け
る
混
在
が
著
し
く
な
っ
た
。
市
制
施
行
後
、
こ
の
問
題
の
解

決
に
、
あ
る
い
は
両
地
域
の
調
整
に
種
々
の
課
題
を
負
っ
て
い
る
地
方
都
市
は
か
な
り
多
い
。
こ
れ
ら
の
根
本
命
題
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
行
政
地
域
内
の
地
域
集
団
の
そ
れ
ぞ
れ
が
成
立
し
た
諸
過
程
を
、
同
時
代
的
な
考
祭
の
累
積
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
展
開
過
程
に
み



ら
れ
る
地
域
的
諸
原
理
を
見
出
す
べ
、
き
で
あ
る
ひ

ム
ラ
が
、
生
産
手
段
の
所
有
形
態
、

と
く
に
土
地
要
素
の
利
用
方
式
な
ど
を
め
ぐ
り
、

擬
制
的
な
血
縁
関
係
に
支
え
ら
れ
た
村
落
共
同
体
を
構
成
し
て
き
た
い
く
た
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
今
更
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
ま
で
も
な

、。、
A

、

3
V
ふ
M

た
と
え
ば
奈
良
金
地
に
お
け
る
農
村
共
同
体
に

ο
い
て
の
樗
松
氏
の
研
究
〈
ぎ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

水
田
農
業
の
た
め
の
水
利

慣
行
を
め
ぐ
っ
て
共
同
体
規
制
の
維
持
が
行
わ
れ
て
い
る
事
実
な
ど
か
ら
考
え
て
、

と
く
に
わ
が
国
の
農
山
漁
村
、

と
い
う
よ
り
は
む
し

ろ
い
わ
ゆ
る
行
政
地
域
と
し
て
の
「
村
(
ソ
ン
)
」
の
政
治
地
域
と
し
て
の
考
察
に
は
、
か
な
り
長
い
年
代
に
及
ぶ
歴
史
地
理
学
的
詰
研
究

政治地域の歴史地理学的研究における諮問題点

の
集
大
成
が
必
要
と
さ
れ
る
。
農
林
漁
業
に
生
産
の
主
体
が
お
か
れ
て
い
る
段
階
に
お
い
て
は
、
孤
立
的
な
社
会
集
凶
の
規
制
そ
の
も
の

が
分
離
の
因
子
と
し
て
作
用
し
て
く
る
。
い
わ
ゆ
る
「
よ
そ
も
の
」
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
ま
た
村
人
分
な
ど
に
み
ら
れ
る
共
同
制
裁
の

方
式
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

い
か
に
し
て
あ
る
部
落
が
こ
れ
こ
れ
の
行
政
地
域
に
編
入
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
な
の

で
は
な
く
て
、

む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
行
政
地
域
が
ど
の
よ
う
な
生
産
力
の
発
展
段
階
に
お
か
れ
て
い
る
か
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
生
産
関

ど
の
よ
う
な
時
代
的
背
景
に
お
い
て
、
行
政
単
位
の
編
成
替
え
を
行
っ
た
の
か
、

係
に
規
制
さ
れ
て
い
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
、

ま

た
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
こ
そ
同
時
代
的
な
地
域
的
比
較
に
よ
っ
て
の
歴
史
地
理
学

的
諸
研
究
の
必
要
が
望
ま
れ
る
。
同
時
に
、
都
市
域
に
つ
い
て
も
こ
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
城
下
町
と
し
て
の
核
心
都
市
が
、
県
庁
所

在
地
と
し
て
再
び
核
心
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
そ
と
に
城
下
町
と
し
て
の
第
一
次
層
と
県
政
の
中
心
地
と
し
て

の
第
二
次
層
の
複
合
が
、
都
市
行
政
の
上
で
い
ろ
い
ろ
の
問
題
を
お
こ

J
事
例
が
少
く
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
明
治
以
前
の
地
方
的
核
心

ま
た
一
方
か
つ
て
の
地
方
的
核
心
も
行
政
区
劃
の
変
更
に
伴
い
も
は
や
機

が
、
必
ず
し
も
地
方
行
政
の
中
心
と
な
ら
な
い
例
も
あ
る
し
、
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能
的
に
は
核
心
で
は
な
く
な
る
例
も
あ
る
。

一
つ
は
、
山
口
県
の
よ
う
に
経
済
的
機
能
の
核
心
と
行
政
の
中
心
の
ず
れ
て
い
る
場
合
が
考

え
ら
れ
、
ま
た
一
つ
に
は
島
根
県
の
よ
う
に
多
く
の
蕃
域
の
合
併
し
た
形
で
形
成
さ
れ
な
が
ら
、
か
な
り
東
に
偏
在
し
て
い
る
松
江
戸
潜
に

，，
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大
字
な
い
し
村
(
ソ
ン
)

の
結
合
関
係

第
三
次
層
と
し
て
の
地
方
都
市
と
村
の
結
合
関
係

③ ④ 

Fig 15. 政治地域の層

(国家・国際政治地域)

第六次層としての思の地域編成様式は，

メトロポリタン仏)と，地方都市(B)及びメトロ

ポリタンの衛星都市(B)，さらに地方的核心ゆ

を一政治境界内部に混在させる。地方都市は

その結合関係を有する縁辺部闘を周辺にも

ら，これによって府県ないし州を構成する。

政治地域の各層は，事実上高次の屑lζ厚みが

かかり，これらは立体的な構造として考えね

ばならない。 (Eはいわばフロンティアでゐ

。。
国際政治地域は，国家と同じような腐を格

成要素として有しているが，tこだ.政治的従
属ないし政治境界による地域的結合関係の機

能的分離によって，結合の探式が異なる。

第
四
次
躍
と
し
て
の
府
県
の
、
地
域
編
成
様
式
(
お

⑤ ⑥ 

第
五
次
層
と
し
て
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
と
、
地
方
諸
都
市
と
の
結
合
関
係

⑦ 

第
六
次
層
と
し
て
の
、
国
の
地
域
編
成
様
式

こ
れ
ら
の
各
層
は
、

第
七
次
層
と
し
て
の
、
国
際
政
治
地
域
の
構
造

行
政
の
一
'
叩
心
が
お
か
れ
た
場

ム
ロ
が
芳
え
ら
れ
る
。
(
幻

政
治
地
域
の
歴
史
地
政
学

的
研
究
に
は
、
次
の
よ
う
な

史
料
の
整
理
が
必
要
と
な

る。
① 

第
一
次
層
と
し
て
の

字
(
ア
ザ
)

の
本
源
的

成
立
過
程

② 

第
二
次
層
と
し
て
の

そ
れ
ぞ
れ
佃
有
の
法
則
を
も
っ
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
単
位
で
あ
る
が
、
ま
た
他
方
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
上
位



の
唐
の
発
展
法
則
に
従
っ
て
い
る
。
分
離
の
因
子
の
機
能
は
、
第
六
次
層
の
結
合
で
あ
る
第
七
次
層
に
お
い
て
も
っ
と
も
顕
著
に
あ
ら
わ

れ
、
事
実
上
そ
れ
以
外
の
各
外
の
各
層
で
は
、
結
合
の
因
子
の
機
能
に
よ
っ
て
、
分
離
の
因
子
の
機
能
は
き
わ
め
て
暖
昧
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
人
口
移
劉
・
物
資
輸
送
に
対
す
る
制
限
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

ま
し
て
や
、
生
活
理
念
さ
え
も
い
わ
ば
平
準
化
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
政
治
地
域
の
研
究
過
程
に
は
全
く
異
質
的
な
二
つ
の
部
門
、
即
ち
国
L

家
な
い
し
国
際
社
会
の

そ
れ
と
、
地
方
自
治
体
の
そ
れ
が
対
峠
さ
ぜ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
政
治
地
域
の
研
究
を
固
有
の
課
題
と
す
る
政
治
地
理
学
の
解

政冶也3有力歴E'治理学的研究における諸問題点

決
す
べ
き
と
と
で
あ
る
が
、
そ
の
底
流
に
は
歴
史
地
理
学
的
な
研
究
が
不
可
避
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

回
、
研
究
上
の
諸
問
題

現
在
と
い
う
時
代
は
、

古
い
歴
史
と
新
し
い
歴
史
の
融
合
さ
れ
た
瞬
間
〔
ぎ
で
あ
り
、

」
の
意
味
に
お
け
る
歴
史
地
理
学
の
重
要
性
は

ム
7

更
と
り
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
。
現
在
の
機
能
的
関
連
の
結
果
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
地
域
構
造
は
、

歴
史
的
に
結
合
さ
れ
て
き
た
も

の
で
あ
り
お
¥
こ
の
場
合
に
は
景
観
変
化
占
拠
推
移
に
と
ど
ま
ら
ず
、

発
達
段
階
の
地
域
的
差
異
を
も
、

一
つ
の
地
域
現
象
と
し
て
解

明
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
巾
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
、
こ
の
場
合
に
は
あ
く
ま
で
も
地
域
的
比
較
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
的
連
関
に
お

い
て
考
察
の
歩
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
歴
史
地
理
学
的
研
究
の
志
義
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
政
治
地
域
の
研

究
に
お
い
て
、
小
、
経
済
地
域
の
史
的
展
開
過
程
の
研
究
と
並
行
さ
せ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
政
治
地
域
に
お
け
る
特
殊
な
性
格
を

考
慮
し
て
、
政
治
的
核
心
地
域
の
場
所
的
な
移
勤
が
、
縁
辺
諸
域
地
と
p

の
つ
な
が
り
に
お
い
て
有
す
る
意
義
の
究
明
に
力
点
を
お
か
ざ
る

M
t
 

を
得
な
い
。
古
代
日
本
の
首
都
選
定
に
関
す
る
政
治
地
理
学
的
解
明
も
、
歴
史
地
理
学
的
な
研
究
の
足
場
な
く
し
て
は
行
い
得
な
い
。
ま
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た
、
海
外
交
易
の
範
回
が
き
わ
め
て
広
範
囲
な
も
の
に
な
っ
て
き
た
o

近
世
初
期
の
京
都
と
、
そ
れ
以
前
の
京
都
で
は
、
核
心
と
し
て
の

意
義
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
首
都
の
政
治
地
域
に
お
け
る
意
義
は
、
単
な
る
品
川
一
理
的
な
位
置
に
還
元
さ
れ
う
る
も



の
で
は
な
く
て
、
周
辺
の
縁
辺
諸
地
域
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
解
釈
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
地
域
が
、
同
質
的
な
地
域
で
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は
な
く
、
「
異
質
的
な

ωロ匂
m
g品川凶
E
m
g
群
が
力
学
的
に
統
合
さ
れ
た
、
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
域
で
あ
る
」
へ
引
)
こ
と
か
ら
み
て
、

し、

わ

ゆ
る
階
層
的
な
へ
巴
結
合
形
態
を
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。

結
合
の
因
子
が
、

地
域
の
機
能
を
集
団
的
サ
!
ク
レ

l
シ

ョ
ン
に
よ
っ
て
結
合
し
て
い
る
段
階
五
)
に
お
い
て
は
、

階
層
的
結
合
の
核
心
は
地
域
に
集
中
し
て
く
る
が
、

連
鎖
的
サ
l
ク
レ

1
シ
ョ

い
わ
ゆ
る
交
通
機
能
な
い
し
仲
継
交
易
の
機
能

に
お
い
て
、
核
心
地
域
の
結
合
の
因
子
の
に
な
い
手
と
な
っ
た
集
団
は
、
核
心
地
域
の
決
定
的
な
構
成
者
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考

ン
の
段
階
で
は
、
階
層
的
結
合
の
核
心
は
散
在
し
、
な
い
し
は
両
僅
に
分
離
し
て
く
る
。

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
、

サ
i
ク
レ
!
シ
ョ
ン
の
様
式
を
類
型
化
し
、

そ
の
地
域
的
配
置
を
歴
史
地
理
学
的
に
追
求
す
る
こ
と
、

そ
の

と
と
の
中
に
、
政
治
地
域
の
階
層
的
結
合
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
の
一
つ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
、
多
角
的
な
見
地
を
採
用
し
て
、
地
域
構
造
の
史
的
変
遷
過
程
を
追
求
す
る
際
に
は
、

ま
ず
何
よ
り
も
、
景
域
の
復
原
と

い
う
歴
史
地
理
学
の
最
初
の
課
題
と
並
行
し
た
研
究
方
法
が
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
時
間
的
な
経
過
と
地
域
的
流
動
と
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
成
立
し
た
歴
史
地
理
学
的
配
置
」
〔
ぎ
の
考
察
は
、
単
に
過
去
の
あ
る
時
代
の
地
域
性
の
究
明
を
以
て
結
論
を
下
す
こ
と
の
危

険
を
考
慮
し
て
、
さ
ら
に
は
そ
の
よ
う
な
関
係
は
、
あ
る
い
は
法
則
定
立
は
、
き
わ
め
て
概
括
的
な
あ
る
側
面
を
除
い
て
は
特
定
の
時
代

の
特
定
の
地
、
域
に
の
み
運
用
す
る
こ
と
を
芳
慮
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
歴
史
を
連
続
的
な
も
の
と
し

て
と
り
扱
う
と
同
時
に
、

そ
の
中
に
あ
る
非
連
続
性
を
も
見
出
し
て
ゆ
く
必
要
の
あ
る
こ
と
は
(
巴
、

地
域
構
造
の
把
握
に
際
し
て
の
き

わ
め
て
自
明
の
理
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
の
非
連
続
性
は
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、

と
く
に
政
治
地
域
に
お
い

て
は
、
政
治
境
界
の
も
つ
分
離
の
機
能
を
通
し
て
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
。
ま
た
、
政
治
地
域
の
拡
大
の
限
界
が
ど
の
よ
う
な
因
果
関
係
の

地
域
的
表
現
で
あ
る
の
か
、

た
と
え
ば
ア
ネ
ク
メ
、
不
と
し
て
の
自
然
的
限
界
と
し
て
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
政
治
的
紛
争
の
調
停
の
結



果
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
人
為
境
界
で
あ
る
か
等
に
つ
い
て
、
人
間
集
団
に
よ
る
環
境
の
利
用
可
能
性
(
の

0
2
5白
ロ
ロ
に
お
け
る
〉
n
s
l

n
n一
σ口
一
昨
何
)

の
発
展
過
程
を
通
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
か
つ
て
の
時
代
に
み
ら
れ
た
政
治
地
域
の
構
造
の
形
式

は
、
現
在
に
お
い
て
は
決
し
て
同
一
の
法
則
に
依
っ
た
形
成
を
示
さ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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そ
の
他
の
参
考
文
献

(1) 

定
義
づ
け
は
先
験
的
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
類
型
設
定
の
た
め
の
一
手
段
と
し
て
の
み
価
値
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
類
型
と
錐
も
、
た
え
ず
実
証
的
検
討
を
経
て
、
書
、
喝
さ
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(2) 

島
根
大
学
論
集
(
人
文
第
四
号
)
一
九
五
四

拙
稿
:
地
域
構
造
の
計
量
化
に
関
す
る
一
試
案

11 

:
地
域
解
析
工

島
根
大
学
論
集
(
人
文
第
四
号
)
一
九
五
五

1/ 

:
国
際
政
治
地
理
学
方
法
論
序
説

島
根
大
学
論
集
(
社
会
第
二
号
)

一
九
五
六

(3) 

地
理
学
評
論
(
三

O
巻
一
一
号
)

一
九
五
七

拙
稿
:
政
治
地
域
の
珂
論
と
そ
の
模
式
的
表
現

(4) 

乙
れ
は
、
ド
イ
ツ
学
派
の
建
設
し
た
政
治
地
理
学
の
方
法
に
つ
い
て
の

r
w
r
g
g戸
の
論

(
F
m
F
Eロ
D
F
冨
・
一
同
、
向
。

g
四円回目

uguv-m

国

C
B回一口
P

S
お
-
H
V
R
-
∞
|
邦
訳
古
野
清
人
訳
「
人
文
州
理
」

H
U
呂
、
東
京
、
と
く
に

U
-
U
H叶

N
1
5
8
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
き
わ
め

て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
は
、
政
治
境
界
を
「
州
理
的
事
実
の
結
果
で
あ
る
よ
り
以
上
に
原
因
で
あ
り
、
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
最
高

の
原
悶
と
し
て
考
え
る
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る

o
T
w
U
ロロ
c
c
の
説
く
、
政
治
成
界
の
「
切
断
」
の
機
能
に
は
、
遮
断
と
限
界
づ
け
の
二
様
の

側
面
が
あ
り
、
こ
れ
を
直
ち
に
軍
事
的
な
い
し
外
交
的
な
函
に
お
け
る
機
能
に
つ
い
て
の
み
あ
て
は
め
る
こ
と
は
、
掛
川
政
学
へ
の
逆
戻
り
を
示

:5: 

し
か
ね
な
い
。

玄
山
口
二
"
。
円

g
に
お
い
て
は
、
戸
自
己
的
与
え
門
的
問
問
豆
え
と
し
て
の
国
家
の
概
念
か
ら
、
統
一
さ
れ
た
景
観
を
有
す
る
核
心
蝋
域
の
概
念
が
提

起
さ
れ
る
。
(
玄
白
己
ケ

0
・一回ぷ
)-HZ印
円
}
認
の
m
D
問
E
1
H
-
P
S
M
m
切
え
に
と
こ
れ
は
、
さ
ら
に

7
角
田

nrH
ロ
門
広
円
の
回
目
白
ー
円
己
白
仏
の
概
念
へ
と
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発
展
す
る
が
、
こ
れ
は
ゐ
く
ま
で
も
特
定
の
時
代
的
限
界
を
も
っ
、
し
か
も
エ
き
わ
め
て
戦
略
的
色
彩
を
も
っ
、
科
学
以
前
の
も
の
に
他
な
ら
な

い
0

(

宮
山
口
}
ロ
ロ
(
片
門
司
丘
町
C
E
'
U『・一、
H，
y
m
U
F
3
H
円
回
目
∞
白
出
回
印
色
町
司
c-
一円
H
E
-
の
m
C伺円即日
u
y
u
J
ω
口
C
門
円
一
与
の
向
。
同
富
山
m

ア
由
民
泊
。
)

(6) 

縁
辺
地
域
は
、
将
来
、
新
し
く
地
方
的
な
核
心
地
成
と
な
る
可
能
性
を
も
内
政
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
旧
核
心
地
威
と
そ
の
地
位
を
転
倒
す

る
ζ

と
も
あ
る
。

(7) 

こ
れ
に
は
、

a
、
領
ば
・
生
活
空
間
・
生
産
空
間
と
し
て
の
土
地
o

b
、
国
家
経
済
の
物
質
的
基
礎
と
し
て
の
資
源
。

c
、
言
語
二
一
沼
教
・
文
化

-
生
活
儀
式
ぞ
共
通
に
も
つ
民
族
社
会
が
ふ
く
ま
れ
る
。

(8) 

地
域
相
互
の
・
結
合
を
促
進
す
る
も
の
で
、

a
、
交
通
機
飽
o

b
、
生
産
機
能
の
地
域
的
分
化
。

c
、
交
換
市
場
の
拡
大
発
展
な
ど
が
考
え
ら
れ

切ぇ心。

(9) 

結
合
の
因
子
と
対
立
的
に
作
用
す
る
も
の
を
総
称
し
た
。
こ
れ
に
は
、
地
域
的
形
態
を
と
る
も
の
と
し
て
の

a
、
政
治
境
界
。
政
策
的
な
も
の

と
し
て
の
b
、
経
済
統
制
、
経
済
封
鎖
、
関
税
障
壁
な
ど
o

さ
ら
に
思
想
的
な
表
現
形
態
と
し
て
の
、

c
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
が
含
ま
の

る。

川
山
切“HU
 

知
稿
・
前
掲

一ニ

O
巻
一
一
号

効
理
学
評
論

)
 
1
 
1
 
(
 

ロ向。。円山
Fmw
〉
・
明
い
の
向
。
四
円
回
目
)
}
戸
山
、
ぴ
mFH
ロ且旬。】】門戸
2
・
5
ぉ
・
円
、
。
ロ
門
山
C
ロ
・
に
お
い
て

H
E
R
ロと

H
U
G
-
E
n
と
の
目
白
凹
E
U
Y
『
と
し
て
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。

U2) 

一
般
の
地
域
調
査
に
お
け
る
車
位
で
は
、
不
適
当
で
あ
る
政
治
区
割
(
行
政
区
六
割
)
が
、
こ
ζ

で
は
一
丹
び
章
一

敢
て
再
修
正
と
い
っ
た
の
は

要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

(13) 

筆
者
は
、
乙
れ
を
「
浮
動
国
境
帯
」
と
し
て
と
ら
え
た
o

(
前
掲
・
・
島
根
大
学
論
集

社
会
第
二
号
)

(1品

従
来
は
、
地
形
・
気
候
・
植
生
な
ど
の
自
然
環
境
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば

C
ロ
C
}
2
5
8
m

で
ゐ
る
が
故
に
、

p
dロ
t
q
N
C
口
叩
(
境
界
帯
)
と

な
っ
て
い
る
場
合
に
の
み
力
点
が
関
か
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
例
え
ば
日
太
の
鎖
国
い
体
制
下
の
よ
う
な
形
で
の
分
離
の
機
能
も
起
り
う
る
こ
と
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を
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
乙
の
場
合
、
自
然
が
そ
れ
を
き
わ
め
て
有
利
に
助
け
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
ひ

(1日

拙
一
柄
「
悶
際
関
係
の
政
治
地
理
学
的
把
揮
の
二
、
三
の
断
面
」

人
文
地
理

一
O
巻
一
号
こ
九
区
八
)

(1日

厳
密
に
は
、
固
定
の
悶
子
と
し
て
の
産
業
資
本
の
形
成
と
そ
の
発
展
、
そ
れ
に
伴
う
結
合
の
因
子
と
し
て
の
市
場
拡
大
な
ど
を
考
え
ね
ば
な
ら

ず
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
の
核
心
の
機
能
川
存
続
な
い
し
維
持
を
意
味
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

(1引

そ
れ
は
、
集
央
的
サ
!
ク
レ
l
シ
ョ
ン
(
前
掲
書
・
人
文
地
理
一

O
巻
一
号
)
の
形
成
さ
れ
た
段
階
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
E

様
式
は
場
合

に
よ
っ
て
は
封
建
制
中
期
間
明
か
ら
萌
芽
を
み
る
o

集
央
的
サ
l
ク
レ
!
シ
ョ
ン
の
場
合
に
は
、
核
心
は
閣
の
形
で
縁
辺
地
域
を
結
合
す
る
が
、

連
鎖
的
サ
l
ク
レ

l
シ
ョ
ン
の
場
合
に
は
、
同
質
的
な
小
核
心
を
散
在
さ
せ
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
成
長
尖
端
の
形
で
サ
1

ク
レ

l
シ
ョ
ン

の
維
持
が
試
み
ら
れ
る
ζ

と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

(1田

。
。
門
汁
吉
田
口
ロ
ゲ
』
一
戸
田

HUD--cρ
ロ
白
色
何
回
肺
門
同
庁
m

m

M

A

U

]

巾
ロ
円
。
臥
凸
凹
門
何
回
百
日
比
四
・

こ
れ
は
、
の
0
1
ヨ
ロ
ロ
ロ
の
い
う
の
白

H
B
rロ
円
に
他
な
ち
な
い
。

H
M
田
口
印
・
H
申
印

N

(19) 

拙
稿
「
政
治
地
理
学
の
現
代
的
課
題
」

経
済
地
理
学
年
報

第
四
号
ご
九
五
八
)

。日

拙
稿
-
-
前
掲
書

地
理
学
評
論
一
二

O
巻
一
一
号

(21) 

拙
稿
・
・
前
掲
番

地
理
学
評
論
三

O
巻
一
一
号

/1 

経
済
地
理
学
年
報
第
四
号

目2)

人
文
地
理
一

O
巻
一
号

守
口

2
・

ω"
回
一
〈
お
宅
印
。
同
旬
。

E
F
S
-
君
。
ユ
仏
の

gmH
見

2
・

2
8
3
-
y
℃

ω
S
1
ω
N由

11 

ジ
ョ

l
ン
ズ
で
は
、
文
化
函
・
人
口
・
人
種
な
ど
の
形
式
的
側
面
に
終
始
し
て
い
る
。
む
し
ろ
ζ

れ
は
広
範
聞
に
、
生
産
構
造
・
労
働
配
分

-
資
本
の
有
機
的
構
成
・
土
地
所
有
な
ど
の
生
産
諸
方
式
の
構
成
要
素
と
な
る
全
悶
子
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(23) 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
政
治
地
理
学
に
お
け
る

H
2
5四
日
匂
げ
可
と

C
R己
主
5
ロ
の
述
関
性
に
つ
い
て
」
島
根
大
学
論
集
(
社
会
科
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学
第
四
号
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

。却

宮
市
戸
山
口
内
ゲ
〉

-Hvc-E2-omcmzuyu『
白
内
吋
門
戸
H
円
一
回

-
0
5山
口

同

ロ

臥

ρ国
片
山
門

の
m
山
口
問
『

H
N巾
〈

〉

日

)

円

(
H
由
印

ω)

白日

ハ
ウ
ス
ホ

l
フ
ァ

l
等
の
地
政
学
派
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
軍
事
的
な
意
図
を
も
つ
も
の
に
限
定
し
て
い
る
、
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
考
を
要

す
る
。
た
と
え
ば
、
古
代
に
お
け
る
太
宰
府
は
と
の
意
味
に
お
け
る
成
長
尖
端
で
あ
る
が
、
成
長
尖
端
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て

は
、
乙
の
他
に
仲
終
港
市
、
植
民
地
の
港
市
、
あ
る
い
は
海
峡
港
市
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
は
軍
事
的
な
も
の
以
外
の
要
素
を
奇
え
ね
ば
な

ら
な
い
。

2日

樽
松
静
江
:
農
村
共
同
体
の
地
問
学
的
研
究

地
理
学
評
論
二
四
巻
一
一
号

一
九
五

l
l奈
良
会
地
の
場
合
|
|

ロ司

間
財
政
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
実
際
の
と
こ
ろ
何
ら
の
方
法
論
，
呈
示
さ
れ
て
い
な
い
。
地
方
自
治
体
の
意
義
を
把
握
す
る
の
に
、
単
に
県

庁
所
在
地
地
方
事
務
所
な
ど
の
分
布
を
と
り
あ
げ
る
だ
け
で
は
、
政
治
的
域
と
し
て
の
都
道
府
県
の
あ
り
万
を
、
た
と
え
断
片
的
に
し
ろ
明
ら

か
に
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
政
治
の
中
心
と
機
能
的
核
心
と
の
ず
れ
ば
、
町
村
に
お
い
て
も
み
ら
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
明
治
以
降
の
行

12日

政
区
割
と
藩
政
以
前
か
ら
の
郡
・
郷
な
ど
と
の
史
的
関
連
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
わ
ば
、
、
き
わ
め
て
異
質
的
な
多
く
の
地
方
的
核
心
が
、
機
能
的
に
単
位
政
治
地
域
を
形
成
す
る
に
至
ら
ず
、
し
か
も
(
国
単
位
政
治
地
域
)

の
構
成
部
分
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
機
能
は
ど
の
よ
う
な
形
で
地
域
構
造
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

か
、
を
考
え
る
ζ

と
が
、
府
県
の
考
察
の
第
一
前
提
と
な
る
。

臣官

内
田
覚
一
:
歴
史
地
理
の
玄
要
性

歴
史
地
理
学
の
諸
問
題
(
人
文
地
理
学
会
)

一
九
五
二

京
都

(30) 

治
:
地
理
学
に
お
け
る
動
態
的
研
究
展
望

四
巻
二
号

一
九
五
二

西
)11 

人
文
地
理

)
 
-
的

H
W

水
津
一
朗
地
域
の
階
鴎
的
結
合
に
つ
い
て

地
開
一
学
評
論
二
八
巻
六
号

一
九
五
五

白2

一
般
に
、
地
方
的
核
心
と
し
て
の
地
方
都
市
、
さ
ら
に
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
は
、
こ
の
よ
う
令
核
心
と
し
て
の
機
能
ぞ
有
し
、
乙
の
段
階
で
は

地
方
的
な
都
市
簡
が
構
成
さ
れ
う
る
。
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。3)
木
内
信
蔵
:
人
文
地
理
学

一東京

ω

白戸
H

巾同・
w

(

M

U

-

-

H
りC
円
台
司

O
E
Z
見
回
目
件
。
江
口
出
目
。
向
。
四
円
白
IH】
}
H
U
1

〉
ロ
ロ
・
〉
凹
凹
・
〉
H

d

m

円
。
巾

O四円出
ω
H
(
H
U
品
H
)

一
九
五

(34) 

要
な
こ
と
を
説
く
。

サ
ワ
ー
は
、
地
頭
学
は
エ
リ
ア
を
研
究
の
中
心
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
歴
史
時
代
を
研
究
領
域
と
す
べ
き
で
、
歴
史
的
事
実
と
地
域
の
対
比
の
必

そ

の

他

の

参

考

文

献

① 

関
口
巾
悶
伺
ア
民
一
司
巾

-Go一一色
mnZ
ピ
互
角
E
E巾
呂
田

回目ユ一ロ

⑦ 

長
浜
政
寿
:
地
方
自
治

東
京

一
九
五
五

@ 

日
本
国
際
政
治
学
会
編
・
-
現
代
国
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